









(1) 母音は iIaueoの 6母音である。
例 i r i (射る) lzu (魚)
~sl (臼) an (網) udi (腕)
F~kke : run (浮かぶ) 80: (竿)
川平方言と共通語との単母音の対応関係はほ
ぼ次の通りである。
川平 I i a u 
共通語 1 e a u， 0 
包) 中舌母音の 1は iかUへ変化しつつある。
1は比較的に s・c • zの後では最後まで残る
傾向にある。また， 1は語によって，個人によ
ってもゆれており，たとえば， ka~~in (書く)

















声化するm ・n • rは hm.hn.hrのように
表記することもできるが，ここでは簡略にな1・
9・Zのように表記することにした。
例 s!ta (下) FJ! 1 i (癖)
正j?u(肝) 1 lJllU t s i(書物)





Fqsa(草) F~t8 -f (口)
ki: (毛) ku: (粉)
また，キに対応する sYもある。
例 81kl， slkln (聞く)
(6) ハ行子音は pであるが，フに対応するも
のは Fuである。
例 pa:(葉) pIs-i (日)
Fukasa (深し、) Fu t a (蓋)
pi ra (僻) pu: (帆)
(7) 語中の 9が脱落する。









例 uwa du turu (君が取る)







Ul 形容詞は takasa，takasan (高い)
の形と， ka i 1 a， ka i 1 an (美しU、)の形とが
ある。これは，ほぽク活用とシク活用との区別
に相当するものである。
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